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はじめに  

 本論文は、2021 年度早稲田大学マニフェスト研究所人材マネジメント部会（以下、部会

という）に荒尾市から４期生として派遣された３名による共同執筆論文である。  

2021 年度の部会は、リアル開催も予定されていたが結果的には新型コロナウイルス感

染状況の拡大に伴い、全６ 回の研究会のすべてがオンラインで開催されることとなった。  

今年度の研究テーマの「地域のための人・組織づくりを考える」～「生活者起点」を意識し

た人材育成＆組織力向上に向けた人事のあり方とは何か～ 

について、いろんな方からのインタビューやアンケートを通していただいた意見等を踏ま

え、我々３人の想い等１年間取り組んできたことを記すものである。 
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活動の概要  

研究会のタームごとに、マネ友や地域の人、職員にインタビュー及びアンケートを行い、３

人で分析し、そこから現状把握やアクションプランを構築していった。 

 

第１回研究会（４月２７日） 

＜概要＞  

 
・人材マネジメント部会の概要、幹事団との顔合わせ、参加自治体との交流 

 
・今年度のテーマの発表 

  
テーマ：「地域のための人・組織づくりを考える」 

 ・第２回にむけての事前課題：あなたの自治体の「人・組織づくり」の現状とその背景 

 を掴む 

               

個別自治体での作戦ダイアログ・・・第２回事前課題の締め切り５月２０日から逆算して、

スケジュールを作成。それを基にインタビュー及びアンケート対象者を選出。サンプル数は

70～80を目標値とした。 

第１回研究会での気づき・・・慣れない Zoomに悪戦苦闘した。アクションの出し方、ミュ

ートの解除等操作の一つ一つがわからないことばかりで、ついていく事に必死であった。ま

た、人事＝「他人事」と捉えてしまっていないだろうか？と改めて自分自身に問い直す機会

となった。 

 

第２回研究会に向けて 

荒尾市の人・組織づくりの現状 

①人材育成基本方針の改定版をＲ３年３月に策定 

 ・人材育成基本方針の３つの柱「人事管理」「職員研修」「職場環境」について、課長・係長 

へのインタビュー、４年目・１０年目職員へアンケートの実施 

②地域マネジメント（地区担当職員制度の導入） 

 ・地区担当職員制度について地区担当職員、総務部長、地区協議会の役員、事務局等に 

インタビュー又はアンケートの実施 

対象者数：約 40人 回答者数：約 30人 

以上の回答に対しての分析、３人での話し合い及び派遣元との話し合いを行った。 
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第２回研究会（５月２６日） 

＜概要＞  

 
・「人・組織づくり」の現状とその背景についてインタビューやアンケートを行ったこと 

について、他自治体との取組の共有  

・第３回に向けての事前課題：１０年後の姿（１０年後の地域のありたい姿・予測される 

 成り行きの未来）、戦略的な取組、人事のあり方  

一部抜粋（荒尾市作成分） 

 

 

 

個別自治体での作戦ダイアログ・・・市長及び副市長ヘは議会より前にアポイントを取る。

研究会（5/26）の翌日（5/27）に打ち合わせを行う。以上２点を決めた。 

第２回研究会での気づき・・・現状把握のインタビューや調査を通して、多様化により業務

が増え、職員が疲弊していることが分かった。そのため自己矛盾が生じ、やりがいやモチベ

ーションのアップにつながっていないのではないかと感じた。また、他自治体との対話にお

いても同様の分析結果となっている団体が多いことが分かった。 

 

第３回研究会に向けて 

・打ち合わせ時にインタビュー及びアンケート内容を対象者別に変更した。 

・１０年後の姿について市長・副市長等幹部職員、議長、２０代若手職員、女性シンクタンク 

職員、マネ友、商工会議所青年部、小中学生へのインタビュー又はアンケートの実施。 

対象者数：約 130人 回答者数：約 100人 

以上の回答に対しての分析、マネ友とのミーティング及び３人での話し合いを行った。 

・HQプロファイル 1回目を受講 
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・新型コロナウイルスの感染拡大に伴いオンライン研修会へと変更になったため、インプ

ットとして動画３本を視聴。その感想を事前レポートとして提出した。 

 

第３回研究会（７月２７日） 

＜概要＞  

 
・１０年後の姿（１０年後のありたい姿、成り行きの未来）、戦略的な取組、人事のあり 

 方についてインタビューやアンケートを行ったことについて、他自治体との取組の 

 共有  

・第４回に向けての事前課題：更なる現状の深掘り、変革に向けたアクションプランの 

 段階図、変革の推進力と抵抗力  

小中学生へのアンケート 

 

 

新規採用職員とのワークショップ 
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個別自治体での作戦ダイアログ・・・人事部局との対話、市長及び副市長へ中間報告会を

開催する方向とした。 

第３回研究会での気づき・・・現状把握のインタビューや調査をたくさんの人に行ったこと

で、地域のありたい姿や戦略的に取り組んでいくことが様々な視点で見えてきた。また、役

職者についてはバックキャスティングの考え方を伝えたものの、現状の課題が山積してい

るためか、現状の把握や施策等から考えてしまう傾向をより強く感じた。さらに、研究会に

おいても、ありたい姿に対しての今の自治体の状況を点数化する場面があったが、現状把

握からありたい姿に近づけていく発想になってしまい、バックキャスティングで考えること

が私たちにもまだまだ染みついていないことを痛感した。 

 

第４回研究会に向けて 

・鬼澤幹事長のフォローアップ会へ参加 

・マネ友とのミーティング（計３回ほど実施） 

・派遣元との話し合い 

・３人での話し合い 

バックキャスティングで考えることを意識していたが、周囲へ浸透していくことの難しさを

痛感した時期であった。また、周囲へ気を遣い、思ったことが言いづらい状況を自ら私たち

が創り出していたように思う。 



    

8  

  

第４回研究会（８月１９日） 

＜概要＞  

・アクションプラン（段階図）について幹事団からの個別フィードバックを受ける。 

・第５回に向けての事前課題：１０年後の地域のありたい姿・成り行きの未来、戦略的 

 な取組、人組織づくりのあるべき姿・問題点、フォースフィールド分析、アクションプ 

 ランの段階図等  

・対話自治体の研究会にも許諾を得て参加。 

 

 

担当幹事からの個別フィードバック・・・アクションプランについては、以下 3点を念頭に

考えると良いとアドバイスを受けた。 

「内内のことのように感じる。その先に生活者起点があるか？」 

「あるべき姿になったときに生活者にとってどうプラスになっているのか？」 

「逆算して考えたときの本当にそのアクションは必要なのか？」 

アクションプランの段階図においては、総務課が取り組むことが薄いという点と、あるべ

き姿からなぜこのアクションプランなのかが見えにくいという点を指摘いただいた。 
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第４回研究会での気づき・・・今までの流れをもとにアクションプランを作成したつもりで

あったが、期限内に提出する事が最優先され、あるべき姿がいつの間にか行方不明になっ

てしまい、軸がないプランになっていたように思う。また、対話自治体の個別フィードバッ

クに参加したことにより、アクションプランを進めていく上で参考となる話を沢山伺うこと

ができ、想定以上の収穫があった。 

第４回研究会後の変化・・・第４回研究会が私たち３人のターニングポイントとなったよう

に思う。ありたい姿を明確にし、ありたい姿に向けて３人の考えるスイッチが一気に入り、

思い悩みながらも対話を重ねていくことができたと感じている。 

 

第５回研究会に向けて 

・８月２６日に市長・副市長へ中間報告会を実施（人事厚生係長同席） 

 →分かったこと：市長・副市長と職員の思いのギャップ 

  →ギャップを深掘りするため、課長補佐級へのアンケート実施 

・９月２９日、３０日に新規採用職員に対してフォローアップ研修会の実施 

 →私たち４期生の講義のコマを設け、マネ友に SIM熊本 2030の講師を依頼 

・１０月７日対話自治体（真庭市、三次市）とオンラインで意見交換会の実施 

・３人での話し合い（計５回実施） 

 

第５回研究会（１０月２６日） 

＜概要＞  

・アクションプラン（段階図）について幹事団からの個別フィードバックを受ける。 

・第６回に向けての事前課題：第５回研究会に提出したアクションプラン等のブラッシ 

 ュアップ  

・対話自治体の研究会にも許諾を得て参加。 
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担当幹事からの個別フィードバック・・・自分たちがストーリーとして話せるのか、重要度、

優先度、時期を明確にしないと、相手が納得するような話ができないのではないかとアド

バイスをいただいた。また、首長の後押しがすごくできている自治体なので、関連部署を巻

き込めるのは今しかないとのアドバイスを受け、変革を加速させるスイッチを改めて注入い

ただいた。 

第５回研究会での気づき、学び・・・特に鬼澤幹事長部屋での話が、私たちにとって新た

な気づきや学びが多かった。以下、印象に残った話を掲載する。 

◆我々がやっていることはビジョン＝分析。そのために物語（＝ストーリー）を作っている。 

①想像する（＝ビジョン）②冷静に現状を分析していく→論理的な思考 

「意見と事実」「具体と抽象」が出てくる。事実の積み上げが大事である。一つしかないの

か、複数なのか。今なのか、昔ながらなのか。これらの要因で広がり方・深さが異なってく

る。→対話の深まりに差が出てくる。 

◆ほめる・承認の３つのレベル①Have（結果）②Do（行為）③Be（存在）この中で③をほめ

ている会社が成長している。＝「あなたがいてくれてよかった」 
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①や②ばかりだと、成果主義やリストラが横行し、不正やごまかしが多くなってくる。 

→「活躍していない人がいる」ことになる。 

 →日本人はダメなところを考えるのが好き。いいところを考えることも大事。 

  →「いいところを伸ばす」 

→「いい」とは何か。 

 

第５回研究会後の変化・・・自分たちにできること＝スモールステップになりがちである

が、それが戦略的であれば良いということと、アクションプランが一つ一つと結びつけられ

ているかが大事であるということを学んだが、これを後にアクションプランを修正しながら

適宜確認をしていくことで検証ができ、自信につながったと感じる。 

 

第６回研究会に向けて 

・１２月１４日菊池市役所において熊本県、菊池市、荒尾市の３団体で意見交換会の実施 

（これが初めての参加自治体とのリアル開催となった。） 

・１２月１７日市長・副市長・総務課長・人事厚生係長へアクションプラン等の報告会を実施 

・１２月２１日マネ友とアクションプランについてミーティング 

オフィシャル化について、派遣元と協議していくこととした。 

・１２月２７日総務部長へアクションプラン等の報告会を実施 

・１月５日派遣元とオフィシャル化についての対話 

 

こうして何度も何度も対話を重ねながら、アクションプランをブラッシュアップしていった。 

 

☆第５回研究会課題のブラッシュアップ 
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～本市アクションプランについての応援メッセージ～（※原文掲載） 

・具体的なアクションとボリュームに圧倒される。この内容であれば、荒尾市職員の何人

かに刺さったと思う。見掛け倒しでは書けない。うらやましい。３人の熱意が伝わり、真剣に

考えたことがわかる。楽しそう。絶対にうまくいくと思う。 

 

・対話自治体なのですが顔を思い浮かべながら拝見しました。アクションプランの内容が

人事評価や人材育成，適材適所の人員配置についてなど、近似しているのもありとても共

感できました。二手三手先まで深く考えられ、三人で何度も何度も対話を重ね、練り上げら

れたものであると感じました。とても参考になりましたし、お話しも伺いたいと思いまし

た。お三方から感じた熱量に 1票です！ 

 

・全体的に「果たすべき役割を実践するための人材マネジメント」と「実施するアクション」

が乖離している団体が多く、またそのアクションも具体的な内容が記載されていなかった

りと、不確実なものが多かった。その中で荒尾市は改革する意思・実行する行動力を強く感

じる論理的な構成の上での密度の高いプランが伺えた。 

 

・荒尾市さんは、あるべき姿に向けたアクションを「だれ」に「どのように」 「どこまで」して

いくかのストーリーがとても明確です。市の現状の深掘りができているだけでなく「動いた

らこう変わる！」というビジョンも伝わってきます。外側の私から見てもワクワクしてくるよ

うなプランでしたので、投票させていただきました。考え方なども勉強になりました。応援

しています。がんばってください。 
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アクションプラン投票の結果、第６回研究会での発表団体には選定されなかったが、上記

の様な応援メッセージが届き、率直に嬉しかった。皆さんのお声を力に、これからも頑張っ

ていこうと改めて思った。 

 

第６回研究会（１月２７日２８日） 

＜概要＞  

・鬼丸昌也氏講演  

・アクションプラン選定団体発表（厚木市、東海村、藤枝市） 

・幹事セッション 

・北川顧問、出馬部会長講話 

 

第６回研究会での気づき・・・リアル開催がかなわず残念であったが、オンラインの研究会

で多くの気づきや学びがあり、充実した２日間であった。その中でも、印象に残ったフレー

ズ等について以下に記す。 

・鬼丸昌也氏講演 

「できないことを取り除いていくと、自分にできることだけが残る。＝自分にしかできな

いこと。」「良い問いは良い答えを導く」「我々は微力であるが、無力ではない」 

・北川顧問、出馬部会長講話 

 「どこかひとつの自治体の一点突破が、全国を変えていく」 

「役職＝上下という考え方に固執せず、役職＝役割という考え方に転換していかなけれ

ばならない」 

第６回研究会後の変化・・・選定団体のプレゼンや幹事セッションを聞いて、自分事として

置き換え、荒尾市で取り入れられる事を早速 3人で話し合い、一歩踏み出した。 

 

第６回研究会後の動き 

・２月１０日大牟田市との意見交換会 

  →古くから歴史的なつながりがあり、業務としても県境を越えて関わりがある大牟田市

と、今後も定期的な意見交換会を実施することとした。 

 

次年度にむけた展望 

☆マネ友と現役研究生との連携強化  

 ①オフィシャル化に向けた協議を継続して行う。 

 ②各期のアクションプランを融合させながら更なる推進を図っていく。 

 ③オフサイトでの取組で対話の機会創出とスキルアップ！ 

☆派遣元との更なる連携強化 

  ①人材育成基本方針の具体的取組に本研究会で出たアイデア等を取り入れていく。 

  ②まずやるアクションの研修事業の実施。 

  ③研究会に取り組みやすくなるような配慮を怠らない。研究生への後押しをする。 

  ④研究生、マネ友と積極的に対話していく。 
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☆一年後に目指す状態及び変化 

 【第６回研究会事前課題提出時】 

 

【１年後に目指す状態】 

 

まずやるアクションで、❶❷の無関心層を動かす。 

→興味を引く研修、オフサイトでのダイアログ 等 

❸の総務課、総合政策課、文化企画課 

→戦略的に進めていく市の事業と絡めながら、連携体制を強化する 等 

❹財政課 

→ファクトを押さえながら R4からの継続した予算措置を求めていく 等 
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3人の気づき・学び 

 

○大月 隆伸 

 

１年間を振り返ってみると、まずは部会が大切にする４つのキーワードが目に留まった。 

特に「価値前提で考える」「ドミナントロジックを転換する」、やはり今までは物事をフォア

キャスティングで考えがちであったが、バックキャスティングの考え方の必要性、また前例

踏襲で行ってきたことを改めることで、業務改善や住民サービスに繋がるものがあるので

はないか等、自らの考えを改めるキーワードになっている。 

今後は「対話の継続」を意識しながら、生活者起点で取り組んでいきたい。 

 

 

○清水 美幸 

 

１年間を振り返ってみると、新たな気づきや学びの連続であったと同時に、いかに自分

が無知であったかを思い知らされた。また、本研究会で学んだことは自身の子育てにも活

かせることもあり、たいへん有意義であった。 

普段の業務においては、Whatや Howには関心があっても、Why?＝何のために？に

意識を向けることが少なかったように思う。特に自分の主業務である人材育成と職員研修

を進めていくに当たっては、こうありたい！という姿や形からバックキャスティングの考え

に基づき、今どうするのか、それは何のためにするのか？を常に明確にしていきたい。 

  

 

○安田 遥 

 

1年間を振り返って、バックキャスティングなど新たな思考回路があり、改めて自分の思

考回路を見直すきっかけとなった。どうしても業務を遂行するにあたり、目の前のことをど

う解決していくかに注力しがちであるが、未来から考えて、今どうすべきかという考え方に

これからなっていきたいと思う。また、後輩など他の職員へ業務を引き継ぐ際や教える際

にはバックキャスティングを取り入れた説明をしていきたい。 

また、他の自治体の現状や解決課題、その対応策なども知れたのがとてもよかった。そ

れぞれに課題があるが、規模に問わず共通の課題事項があるように思えた。対話自治体や

近隣の自治体とも連携が取れたので、今後もやり取りが続いていければと思う。 

 

 


